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写真は福島県でみつかった第二紀後期 (約

1000万年前)の カキの化石で,地層中に含ま

れたままの状態のカキのコロニーである。放

射状に排列するカキ殻のうち中心部の個体は,

海底に転っていた他の貝の破片に最初に着生

したこのコロニーの第一世代0そ の上に順

に第二世代までの個体が生長している様子が

みられる。つまりこのコロニーは親ガキの上

に子ガキが、子ガキの上に孫ガキがのった三

階建て構造ということになる。カキの化石は
,

s、つう.は 無数の殻が集って大きなカキ礁をつ

くって発見される。そのような天然のカキ礁

は,人間に荒らされて現在では世界中ほとん

ど存在しなくなってしまつた。従ってカキ礁

の形成機構や個体群維持のメカニズムなどを

調べるには,化石を使うほかないのである。

写真のカキカヽ 大きなカキ礁にまで発達せず

に死滅した原因は何だったで|あ ろうか。

(鎮西清高 :地質)

東 京 大 学 .理 学 部

日召禾口501年 6月
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オーロラの話一―古文書記録

オーロラとは南北両極地域で晴れた夜空に時 々出

現する神秘的な光である。オー ロラに対 し人 々は昔

から畏敬の念を表わ してきた。古人はォーロラの出

現は天の怒 りであ り, また何か不吉なこと(戦争や

飢饉など)が起る前兆であろ うと気味わるがってい

た。 このオーロラに対 して自然科学のメスを入れて

実態を把握 しようと近代の地球物理学者は努力 して

きた。日本では位置の関係で残念ながらオーロラは

殆んど見られない。今から百年程前に FFitZと い

う人が 17oo～ ■871年 にわたる世界各地のオーロラ

出現回数を調べて,北半球で年平均 どこで何回 くら

いの頻度でオーロラが見えるかを示す図を作った。

それによると日本領土では北海道の北で10年 に 1度

見えるか見 えないかの程度 となっている。北海道の

北端 とは7rt同 じ地理的緯度にあ りながらカナダのオ

′ワでは年間30回 見 えるとい う結果が出ている。地

球上におけるオーロラの出現分布は地球磁場 1/C支配

されている。地球の1磁場は大雑把に云って地球中,さ

に地球回転軸 と約 1■.5°傾けた双極子磁石を置いて近

似 しうる。地球磁軸をもとに緯度を決めた地磁気綽

度が等しい地点ではオーロラ出現頻度はほぼ同 じで

ある。現在,地球磁軸は地球回転軸に対してグ リー

ンランド側に傾いているため,日 本 と米大陸では同

じ地理緯度の地点を比べ ると米大陸東岸では地磁気

南極昭和基地で撮影されたオーロ

1971年 7月 22日 ,オ ーロラ出現時に

ット飛跡がはっきり示 されている。

島 直  (地物研)

緯度が2o度 も日本ょり高 く,それだけオーロラを見

る機会 に恵 まれてぃる。

オ =ロ ラが発生する時には,地 球の磁場が同時に

乱されるとい う事実は,■741年にスエーデンの物理

学者 CelsiuS(温 度で摂氏 とょばれ る目盛を提唱し

た人でぁる )と その弟子H iOrtё rが 最初 に気付いた

ことであ り,そ の後,地球磁場 の変動 と極光の関係

は結び付けて議論 されることになった。はげしい磁

気嵐の時にはオーロラが見え る地域が低緯度側にひ

ろがって くる。日本では田中館愛橘先生以来伝統的

に地球磁場変動の研究が盛 んであ り,高緯度地方 の

地球磁場変動に興味を持っている研究者が多い。第

二次大戦後,地球物理学の方面 で国際共同観濃」が計

画され,昭和32-33年 に国際地球観測年が実施され

ることになった時,我国は ロクット観測 と南極観演1

にも参加 し,オ ーロラの研究を含めて地球超高層大

気を解明す るに役立つ研究を推進す ることになった。

南極観測には,地球物理研究施設はこれまでク,と ん

ど毎年のように超高層大1気物理学研究のために隊員

を送って研究成果をあげている。昭和45年以降は ,

南極昭和基地でロケットをオーロラの中に向けて発

射 してオー ロラ中での現象や状態を直接測定するに

まで至 っている。南極昭和基地 における諸観演1を も

とにオー ロラ現象が どのようFC解 明されてきたかに

福

ラ写真例 (小 匡教授提供 ),左は1959年 にとつた一例。 右は

ロケットを打上げたときに全天写真儀で うつしたもので, ロケ



ついては,適 当な機会に南極観測隊参加者に他 の貴

重な経験談 とともrc解 説 してもらうことにしたい。

また今では人工衛星からオー ロラ分布を撮影 した結

果 も公表されており,オーロラ研究に貴重な資料を

提供 している。

オーロラの物理学的解説はさておき, この稿では ,

オーロラがかつて日本や中国で も慶 々見 られたこと

があり,そ れが地球の歴史を知る上 1/c役 立っている

とい う話を述べることlrcす る。前記 Fritzの 統計結

果によって日本では北海道北端で も10年 に 1度 しか

見 られない ことになっているオー ロラが,国際地球

観測年 (1957～ 58年 )期 間中には,太陽活動が特に

高 くて激しい磁気嵐が頻発 したため,北海道で数度

見えており,そのたびに赤い北天の光が山火事のよ

うに見えて消防署に通報が殺到 したとい う。 1958年

2月 ■日には最大級の磁気嵐が発生 し,長 野で写真

記録が とられている。 この日,関東地方はあいにく

の曇天で私達は千載一遇の機会を逃が したのである。

しかし,そ の後は現在 に至るまで日本では,は っき

りとしたオーロラが見 えてはいない。 しか し数百年

前には日本で もオーロラが屋々見えた事実があ り,

古文書に「赤気」出現 とい うょうな表現で記録が残

されている。

オーロラ出現に関係が深い地球磁場分布は年 々少

しづつ変ってゆく。 したがって世界の磁気図 も各国

で協定 して10年 ごとに書き直 されることになってお

り,今年は書 きかえる年に当っている。古い昔の地

球磁場分布の様相を知 るためには,「地球磁場の化

石」ともい うべき岩石の自然残留磁気を測定 して求

める方法が最 もよく用いられる。この岩石磁気 の性

質を利用して,過去における地球磁場の逆転や大陸

移動,海洋底拡大など現代の地球観が出されてきた

のである。歴史時代 における地球磁場は自然の噴出

火成岩のみならず,遺跡にある土器や炉のまわ りの

岩や壁土の残留磁気を測定 しても得 られる。いずれ

もキュ リー点以上1/c熱 せられた強磁性鉱物をふ くむ

岩石や土が地球磁場内で冷却 されたときに,含 まれ

ている強磁性鉱物がその時の地球磁場の方向に磁化

され,そ れが長年月経た後 でもそのまま保持 されて

いるとい う性質を不1用 している。

歴史時代 lFc人 類がォーロラを見 たことが もしい く

つかの地域で記録にとどめられていれば, オー ロラ

のあらわれ方が地球磁場の分布に支配されることか

ら,そ の当時の地球磁場分布を推定できる筈 である。

欧州では約 100年前 lrc,前 出のFritzが 各地の古い

記録をできるだけ多 くまとめて本 1/rし ている。その

後何人かの人が同様な資料を補足 してい る。東洋 ,

特に中国では古くから天変地異 lFc関 する記録が保管

されているので,極光に関す る記録を調査 して西洋

の記録 と対比す ることができないだろ うかとのアイ

ディアを永田先生が提出し, この仕事を■963年 に当

時金沢大学教養部におられた慶松光雄教授 (本学医

学部薬学科を昭和12年 に定年退官された故慶松勝左

衛門教授の御次男 )に 依頼された。慶松教授は東洋

史学者で,中 国 1/Cお ける地震記録資料の調査 を長年

手がけておられ,地震学会で も成果を発表 しておら

れ,中 国における自然現象記述資料 の所在について

詳 しい。ちょうど1964～1965年 に私が能登で地磁気

臨時観測を行 うために金沢を訪れる機会が度 々あっ

たので,研究打合わせを行な うことができた。 この

結果興味深い事実が見つかったのである。私自身は ,

慶松教授が永田教授の依頼で中国の極光資料を調査

されるに当って多少の便宜をはかってさしあげ,ま

た調査資料を地球磁場の歴史的変動研究に利用させ

てもらったに過ぎないのであるが,非常に楽 しませ

ていただいた。

中国では古 くから歴史的記録が大切 に保管 されて

いる。自然現象 とくに天変地異については専門の職

員が詳 しい記述をとどめている。中国では歴代 の国

国がそれぞれ首都に観測所 を置き,専門の職員を抱

えていた。専門 員にょる連続観測はおそくとも紀元

前 2世紀から実施 されてお り,さ ら17C古 い記録 もあ

る。天空に現われた異様な光についても,観 測場所

や日時がはっきりわかってお り,異 様な光が現われ

た り消えた りした天空上の場所は星座を基準 にして

書かれ,光を発するものの形状や動 き,色 などにつ

いて正確な活き活きとした記述が残 されてい る。し

たがってそのIIE述 をもとに,そ れを極光と思ってよ

いかどうか信頼性 を論 じうる。

オーロラの形態 と色は千変万化であり,それを記

述す ることは難しい。中国の古文書中で,天狗,帰

邪,格 沢星,量尤旗,柱矢,長庚,衆星如雨,赤気 ,

白気,竜などとい う語が使われている記事の中には ,

まさしくオー ロラを記述 しているのであろうと想像

される文章がある。前漢の武帝時代 (紀 元前 2世 紀 )

の人,司馬遷の撰述になる有名な史書 1史 HE lの 中

では「天狗Jに ついては次のように説明されている。

(天狗 )天 狗,状如大奔星,有 声,其下上地類

狗所堕及炎光,望 之如火光炎炎衝天,其
下園如数田処,上鋭者則有黄色,千里破
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軍殺将。

オーロラの形状 としては,底部がはっきりしてい

て上部は帯状 に伸びているものが多いので,狗が逆

さになって 4本 の脚が上空に長 く伸びてい るような

印象を与えたのであろ う。われわれは「天狗」とい

えば長い赤鼻を思い ぅかべるが,高 いところで光っ

ているオーロラは赤味が強い ことと関連づけて考え

るとおもしろい。

さて慶松教授が中国の史料を調査 してみると, と

くに10世紀頃 には太陽活動の周期である11年 ごとに

極光出現記事が多 くあらわれ, また太陽大黒点出現

の記事 も屋 々みられる。宋史五行史の中に,浙江省

杭州 (30° 17′ N,■ 2o° 10′ E)で の記録 として,「紹

興八年九月甲申 (西 歴1138年 10月 6日 のこと )赤気

出紫微垣」 とい う記事がある。前出のFritzが まと

めた本の中に,そ の正に同じ日に欧州ボヘ ミア (北

緯約50度 )で北の方に極光があらわれたとの記事が

ある。中国と欧州の両方の記事が正しい とすれば ,

同じ日に中国では北緯30皮 ,欧州では北緯 50度のと

ころでいずれも北の空にォーロラが見えたことにな

る。 このようなオーロラのあらわれ方は現在の地球

磁場分布からは絶対に考えられないことであ り,そ
の当時は地球磁軸が北半球で中国や日本の側に傾い

ていた と解釈せざるを得ない。 ところでこのような

解釈は岩石や土器 の残留磁気を演1定 して得られ る結

論と一致す るのである。 こうして中国 。日本・欧州

における古極光観察記録が地球磁場の歴史的変遷を

研究す るための有力な手段 となったのである。

〔本稿に記した事柄について既発表文献など人手希

望の方には御便宜をとりはからいますから,地球物

理研究施設福島 (内 線7511)に 御申出下さい。 〕

プラス ヽ
ヽ
ヽ ドは天使か悪魔か

最近「遺伝子工学の危険性」の議論が ジャーナ リ

ズムをにぎわしている。その主役は細菌で発見 され

た, プラスミドと呼ばれる微細な遺伝物質である。

細菌の核の遺伝物質は,DNAの 巨人分子からなって

いるが, プラス ミドはその百分の一位の大 きさの

DNAで ,細 胞質中に存在 して自己増殖する。しかも,

細胞から細胞へと自由に感染できる性質を もってい

る。自然界には,細 菌の接合を仲立ちす る「性因子」

のような愛嬌のあるものや,抗生物質に対する抵抗

性を病原菌に与えて,人間に反抗す るたちの悪い も

のなど,い ろいろな種類が分布している。細胞内で

増殖 しているビールスーその中には癌 ビールスも含

まれる一もプラス ミドと親類関係にあると考えられ

る。 プラスミドは,遺伝子の自己増殖ゃ組換えの機

構を明 らかにする基礎研究にとって も,人類が当面

する癌や感染症に対す る防御の方法を見出す上でも

非常 1/t重 要であり,世界中で活発 に研究が進められ

ている。

ところで,最近 このプ ラス ミドを遺伝子工学 に利

用 して,生 物の遺伝質を改良する,革新的な技術の

開発が期待 され るようになってきた。近年続 々発見

されてきた DNA切 断酵素を うまく利用す ることに

より,い ろいろな生物 の遺伝物質同志を 一 人間の

野 徹  雄  (植物)

DNAと ビールスのDNAさ え も 一 つなぎ合わせるこ

とが可能 とな り, しか も,細胞から分離 した DNA
を異種の細胞 に注入して,遺伝子 として働かせ るこ

とにも成功しはじめている。これらの手法を応用す

ると,望 ましい遺伝子 をプラス ミド1/cつ なぎ合わせ,

その遺伝子を欠 く細胞に感染させて働かせることが

可能 lrcな る。例えば,高等動物のホルモン生産遺伝

子をプラス ミドに結合させ,細 菌にょって工業的に

極めて能率ょくホルモンを生産 させ ることも夢でな

くなる。微生物醸酵工業 におけるすばらしい福音で

ある。 また遺伝子 Fc欠 陥をもつ遺伝病患者の体内に,

正常遺伝子を結合 させたプラス ミドを送 り込んで,

発病を防 ぐ可能性 も出て くる。成功すれば遺伝医学

におけ る飛躍的な技術開発 とな る。

ところですべての基礎科学の研究は,そ の成果が

著しければ著しい程,そ れを技術的に発展させた場

合, プラスの効果 とマイナスの効果 とが,同 じ比重

で可能性を増 して くる。上に述べた遺伝子工学の手

法 も,も し悪い遺伝子をプラス ミドにつなげた とし

たならば,はか り知れない災害を人類にもたらすこ

とになる。例えば,癌 ビールスの遺伝子をプラス ミ

ドに結合させて,慢延 させたらどうなるであろ うか。

遺伝病治療の目的 で他種 の生物から抽入 した遺伝子

飯



が,人体 のバランスを くずして,か えって害作用を

及ぼす可能性 も否定できない。 このような危険性は

すでに研究の先端を行 く何人かの遺伝学者にょって

指摘されていたが,昨年ポール 。バーグ博士 らを中

心 とした米国科学アカデミー専門委員会によって出

されたアピールをきっかけ として,今後 の研究の進

め方について,国際的な検討が進められることにな

った。 日本で も,学術会議に「プラス ミド問題検討

小委員会」が もうけられ,我が国の事情 に照 らした

対策が討議されている。

将来の危険性を予測して,研究者自身により自己

規制の呼びかけがおこなわれ,討議が進められてい

るのは自然科学者の社会的行動 としては画期的なこ

とである。 しかし, こうした行動が本当に評価 され

る為には,危険性を排除 しながら,遺伝子工学の社

会的プラス面を発展 させる研究活動が実践にょって

示されてゆかねばならない。それは可能だろ うか。

過去の科学史において,伝染病の克服に全力をあげ

成功した科学者達の英知を想い,科学技術 。設備 の

現状を考えると,現在 の批半1精神が活かされ,生体

内制御についての基礎研究 と,技術開発がバランス

を とって細心 の注意の下に進められるならば,私は

「可能であるJと 確信 している。最 も恐れるのは,

核兵器や細菌兵器 にその例を見 るように,国家利益

の名のもとに,非 公開の技術開発が進められ,天使

の仮面をかぶった悪魔のプラス ミドが創造 されるこ

とである。

サウジア フ ビア調査記

筆者は1974年 12月 8日 から1975年 3月 9日 まで 3

ケ月間,サ ウジアラビア王国南部地域の地域開発基

礎調査団の一員として現地に滞在 し調査をおこなっ

た。調査はサウジア ラピア政府から委託 された もの

で,地理学教室小堀巖助教授を調査団長 とする日本

人延べ15～ 6名 ,現 地人通訳・運転手約10名 のメン

バーにより,南部地域の中心都市 Abha tt Fc事務所

を設置しておこなわれた。

調査内容は大 きく都市内調査 と地域調査 とに分け

られ,都市内調査は地域内の主要 5都 市について,

その人口,経済構造その他を調べるもので,サ ンプ

リングされた家について面接によるアンクー ト調査

をおこなった。面接調査 とはいっても女性が頭から

すっば り黒いベールをかぶってい るサウジアラピア

であるから,男性が留'守 の場合には拒否されること

が多かった。たとえ拒否されな くても,高いへいと

頑丈な門扉で囲まれた庭から外に出て姿をみせ るこ

とはなく,へい越しに大声でインタビューする事が

やっとであった。

調査結果はまだ全体 の集計が終っておらず詳 しい

事は今後明 らかにされてい くと思われ るが,筆 者の

担当した B ishah市 (東西約 l KIn,南 北約 2b)の
人口は約 1万人,人口構成は若年者ほど多 くな る典

型的な ピラミッド型を示 した。一戸当 りの平均家族

数は約 7人であるが15人以上の大家族 もかな りあり,

津 正  倫  (地理・大学院)

また,独身男性ばか りが共同生活をおこなっている

家 も目立った。妻の人数は思った より少な く,全体

の%～ %が二人妻で, 3人以上の妻を持つ人は極 め

て少ない。

地域の調査 においては地形を担当した。等高線の

入った地図や‰万より大縮尺の地図 もないとい う状

態で,‰万のモザイク空中写真,%万 の密着空中写

真が有効に使えるはずであった。しかしながら,%`万

写真は コン トラス トが強すぎて判読できない部分が

多 く, また,%万 空中写真は軍事上その他の理由で

全域については手 に入らず, また,一枚おきの写真

であったので実体視できる範囲が写真のへ りのわず

かな部分のみとい う困難な状態であった。それらの

写真及び現地調査をもと1/c%0万 の地形分類図を作成

した。図はそれを縮少して簡単にしたものである。

調査地域は紅海に面したイエメンとの国境に近い

ところで,紅海地溝帯の部分 と高原状の部分 とに大

きく分け られる。両者の境界は明瞭な崖によって区

切 られ,崖 より西側は高度 に開析された山地,低い

山地,丘陵,海岸平野がほぼ海岸線 と平行 に帯状に

分布 している。東側の高原状 の地域は全体 としては

東に傾斜 したゆるやかな起伏 に富む低い山地あるい

は丘陵状 の地形 となってお り,東の Rub′ al Khali

砂漠 につづいてい る。基盤の地質は,大部分が先 カ

ンブ リア界の火成岩 より成 り,一部 に第二紀,第 四

海
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紀の玄武岩 (烙岩 )が認められる。

海岸平野は主 として礫によって構成される高位段

丘と砂および ンル ト7cよ って構成され る低位段丘と

に分けられ,風 成砂によっておおわれている場合が

多 く,砂丘 もかな り広い範囲にわたって発達 してい

る。Abha市 の西方の海岸平野には,新 しい火山と熔

岩流が広い範囲にわたって分布 してお り,火山は空

中写真でみると月面のクレーターと極 めて類似 した

様相を示 してい る。

山地部には海岸線に平行に細長 くのびる山間盆地

が多 く発達 しており,盆地の両側が明瞭な断層崖に

よって区切 られているものも多い。 このような山間

盆地にはWadi底 の伏流水が顔を出した河川が流れ

ていることがあ り,川 に沿った部分だけ植生が密に

なっている。

高原状の地域では地質の違いによって山容が異な

り,た とえば玄武岩地域ではメサ状の地形がみ られ

た り,花満岩地域では非常 1/r大 きな BOulderの 散在

する低い丘陵状の地形や鐘状のインゼルベルクなど

の地形がみられた りする。

植生は一般 にアカシアを主 とするサバナ的景観～

短草がわずかに生育しているステップ～無植生の景

観を示す ところが多いが,前述 のように流水のある

河り|1沿 いやオアシスは植生の密度が高 く,海岸側と

高原状の地域 とを区切 る崖の肩の部分 には針葉樹な

ども出現する緑の多い帯状の区域が広が る。 この肩

の部分 には雲ができやす く,そ の結果 としての地形

性降雨が頻ばんに降 るためと考えられる。

気候は,調査時が冬であるにもかかわらず,紅海

1/c面 した」izan市 では気温35℃以上,湿度 80%以 上

といった極 めて蒸し暑い状態で,高原状地域の Bi―

shah市 (海抜1200m)で も34～ 35℃に達する。しか

しながら,B ishah市は湿度が極めて低 くほとんど汗

をかかなかった。Abha市 (海抜 2200m)で は最高 20

℃程度であった。

日本 とは全 く異る広大な自然の中で,Field Sci―

entistと して 3ケ月余をすごせたのは大へん貴重

な体験であったので,そ のごく一端を御紹介 した次

第である。

豪に入っては豪に従え

シダ植物の原糸体細胞について,そ の微細構造 に

関す る仕事をするため,昨年 7月 から今年 3月 まで

の間,オース トラリアのメルボルンを訪間すること

となった。 メルボルンの郊外,牧場であった地を大

学 Fcし た とい う新設のモナシュ大学の植物教室には ,

日立の電子顕微鏡 2台 ,新式のオース トリア製 ライ

ヘル トの超 ミクロトーム 2台 , その他電子顕微鏡用,

光学顕微鏡用の諸機器が並 んでお り,ほぼ同規模 の

本郷の植物教室で,旧式のポーターブルームの超 ミ

タロトーム1台 と, これまた古 くなってしまった理

学部共同利用の電子顕微鏡 1合 に甘んじている私に

とっては,宝の山に入った思いであった。名刺を作

れば肩書きだけでいっばいになってしま うほど雑用

の多い本郷の先生方 とは対照的 に,す っか り分業 の

進んだ彼地では,ス タッフは学生の相手 と講義,及
び自分の研究以外,雑用は極めて少ない。そんな環

境での私の仕事は大変はかどったわけだが,そ の内

容は専門誌にまかせることにして………

通学を始 めて最初の週の金曜日の夕方,帰 り際 ,

田 正   三  (植物 )

「またあした」と言った私に「あしたは休 日だから

出て来てはだめだよJと 言 う言葉が帰ってきた。オ

ース トラリアの大学は完全に週休二日であ り,夏休

み以外 にも1ケ 月の休暇がある。 まとめて 2ケ 月の

連続休暇 も可能 とあって,外国へ行ってしまうスタ

ッフも多い。仲間が th。 liday"で どこかに消えて

しま うことlFC対 して彼らは実 に理解があ り,仕 事は

少な くとも1日 の一定時間,必ず誰かが代行 してい

た。機械が こわれて動かな くなった時 に「ははあ,

こいつも h。 lidayか 」 と笑っている。差 し詰め日本

人ならば「 チェッ′ス トライキを起 しやがった」 と

い うところであろう。生活状況の差をつ くづ く感じ

させ られた点であった。

雨が多 く,初 中台風並 の風が吹き荒れているメル

ボル/の冬の週末は,車 がな く, どこにも行けない

私にとって余 りにも長 く,誰 もいない研究室 に通 っ

たものだが,ニケ月も経った早春からは,豪 に入っ

ては豪に従 えと,晴れた日曜日には, カメラをぶら

下げ,虎子をはたいて買ったオンポロモー リスを駆

■
↑



って,春の野山に虫を追い,花を求め,鳥 の声に耳

を傾ける探索行が習しとなった。 メルボルンに着 く

と間もない日曜日,先住の友人が郊外の ドライプに

連れ出してくれた時 には,ユーカリの巨木の点在す

る牧場には一面の緑と,久 しく見 ることもなかった

真青な空が広がってお り,家 々々,人 々々の荒涼と

した東京からぬけ出したばか りの私には,オース ト

ラリアの自然は全身 lFc染 み透 るようだった。 ところ

がいざ自力で走 りだしてみると,目 指す自然林がほ

とんど見当らない。 どれだけ走っても, どちらを見

廻 しても,見渡す限 り緑の牧場が広が るばか りで,

虫のいそ うな ところには行 き当らない。牧場や道端

の植物は773と んどが外来の雑草ばか りで,当然のこ

とながら,そ の植物を食べる昆虫は全 くいない。自

然破壊の激しいのは,何 も日本ばか りでなく,人口

過疎のオース トラリアに於てもまた然 りであった。

このような状況下で,残 された自然は国立公園,

州有林,鳥獣保護区,森林保護区といった何 らかの

保護地域内,及び,牧場や畑 としては利用 しにくい

わずかな山地だけである。オース トラリアと言えば

誰もが思い起 こすのは, カンガルー, コアラに代表

される有袋類や,単孔類のカモノハン,童謡 にも歌

われるワライカワセミといった動物達であろ う。確

かに, オース トラリア大陸には他 の大陸には見 られ

ない哺乳類が多 く,特有の有袋類は 100種 を越 える

し,鳥類や植物 にもオース トラリア大陸にその分布

の中心を持つ ものは極めて多い。しかし,すでに絶

滅してしまった もの,あ るいは正 1/rそ の危機 Fc直 面

しているものもまた多いのである。 これらの動植物

達は,最大は大陸中央部の砂漠地帯にある,ほぼ九

州の総面積 に匹敵する wild life sanctuaryか ら,

小は本郷キャンパスの何分の 1と いった kO alaの

reserveま で,そ の広さはまちまちであるが,公園,

保護区 といった名の自然の中に隔離され,取 り残さ

れている。その総面積はオース トラリア大陸の約 2

%に 当たる。オース トラリアの国立公園は日本の場

合とは少々異な り,わずかな道 と休息所以外には,

ジュース 1本買 う売店 もなく, 1～ 2人 の監視員 と

その家族以外は誰 も内部には定住できない。公園内

は自然のままに放置され,動 植物の採集は一切禁止

されてお り,そ のため人間をあまり恐れないコアラ,

カンガルー, エミウなどの行動がまのあた りに観察

できるのは実 に楽しかった。人口には “All plants,

animals and birds are protected"と 大書されて

いるにもかかわらず,湖 で魚釣 りをする人 々を見て

は animalと はいったい何を意味するものか と考え

た り,insectは捕っていい ものかと悩んだ りしたも

のだった。

国立公園内での採集禁上 も,事 と次第によっては

条件づきの許可証が与えられる。東大の標本室にオ

ース トラリアの植物標本の少ないのを知っていた私

は,滞在期間内にい くらかで も植物を標本にして持

帰 ることを一つの目的 にしていた。そのため,西 オ

ース トラリア州を訪れた時に入手 した二通の採集許

可証は大変有効なものとなった。西オース トラリア

は道端の野草 も一切採集禁止であ り,そ のために見

渡す限 りの花盛 りと,そ の種類の豊富さ,花 自体の

美しさで知 られ,野の花は西オース トラリアの観光

資源の筆頭に上げられている。私の手にした採集許

可証の一通は,国立公園内での採集許可証であり,

もう一通は国立公園を除 く西オース トラリア州内 ,

女王陛下の管下 にあるすべての地での採集許可証で

あった。 この許可証をくれた教授は,「 これさんあ

れば,人 の家の庭からでも採集できるJと 説明 して

くれたが,実 際には人目にふれる道路際での採集は

禁上 されてお り,道路をはずれ,林内でこそこそ採

集する必要があった。

オース トラリアは現在,生 きた動植物の持込みの

最 も困難な国の一つである。一般的 に言えば持込み

はまず不可能 と考えたほ うがいいであろ う。 しかし,

ヨーロッパ人がオース トラリアに住み着いてからそ

ろそろ 200年, この間に彼 らの郷愁のために,あ る

いはベ ットや狩猟鳥獣などとして持込 まれた動植物

は枚挙にいとまがない。その多 くが新天地で大繁殖

し,従来の生 きものを駆逐 してしまっている。 ウサ

ギ,キ ツネを初め,市街地で見 られるムク ドリ科の

starling,Indian mynah,ツ グ ミ科の black bird

などの鳥はその典型であり,一度 starlingが住み

ついた場所 には,そ のハジラミの酷さに,在来の鳥

は決 して巣をかけないといわれる。

庭仕事の好 きなオース トラリア人達は自宅の庭を

草花で飾 り立てることrC余 念がないが,町 を歩 くと

彼 らの趣好にも時の流れと意識 の向上を見 ることが

できる。古い家の庭には,バ ラ,ア ジサイ, ツバキ
,

シャクナグなど,我 々に91染 の深い北半球の植物が

多 く,開 拓当時の人 々のヨー ロッパを懐む姿が想像

できるが,新 興住宅街はどこもユーカリ, カリステ

モン, カンガルーポーなど,オ ース トラリア特産 の

草花で飾 られてい る。オース トラリア生まれのオー

ス トラリア人達は,今,彼 らの地,彼 らの動植物を



大切にしようと懸命になってお り, これ以上他から

の動植物の侵入を許すまいとい う姿勢が窺える。

しかし,人 口より多いウシ,そ のさまざまな糞害

に頭を痛め,詳細な検討の末,近年アフリカからウ

「軽井沢」といえば,静 かな避暑地,高 級別荘地

として,誰一人知 らぬもののないところであるが,

「軽井沢」といわれた とき,あ なたは何を思い浮ベ

るだろ うか。浅間山。 シラカバ。 カラマツと自秋の

詩か もしれない。スクー ト場を思い浮べる人もい る

だろ うし,中 には音楽祭のことを考える人 もい るだ

ろう。どれ もひどく人間 くさくて,先 の看板にもか

かわらず,何 とな く俗っぼい。この人間 くささは軽

井沢の一つの顔であるが,軽井沢はもう一つの全く反対

の顔 ももつている。このことはあま りよく知 られてい

ない。「軽井沢の植物」は,植物学教室の名誉教授

であられる原 寛先生が,50年 に及ぶ長年の観察を

まとめ, この知 られざる面 Fc光 をあてた本である。

我 々のイメージに反 して,軽井沢には森林,草 原 ,

湿原 と変化に豊んだ植生があ り, 中には浅間山の火

山活動の影響で,森林の成立の遅れている所 もあっ

て,植物の種の数は1015に 達するとい う。一地域の

植物の数は,普 通多 くて 800種程度といわれている

から, これは破格の数である。 この中には,ヤ エガ

ワカンパやアサマフウロのよう1/C,朝 鮮やンベ リア

に根拠地をもち, 日本では,北海道や中部山地の一

部に点々と分布する1/Cす ぎないとい うような,著 し

い隔離分布を示す種もかなり多く含まれ, この他に

も植物地理学上貴重な種が数多い。

また,浅間の泥流におおわれた六里ケ原では,海

抜1400m程度にすぎないのに,普通は高山の2500m

以上に生育す るクロマメノキ, コケモモ,ガ ンコウ

ラン, ミネズオウ, ツガザクラ, コメススキなどの

高山植物が生育しているとい う。他ではちょっと見

られない軽井沢ならではの現象である。このような

植物はいずれ消滅する運命にあるが,軽井沢の自然

は,火山活動で破壊された植生が, どのように移 り

変って極相であるミズナラ林に回復するかを,日 の

ツの糞を食する糞虫を導入 した彼 らにとって,オ ー

ス トラリアの真の自然を取 り戻す道は まだまだ遠 く,

瞼しいものであろう。

武 栄 (地理・大学院)

前で観察できる自然の実験場でもあるともいえる。

ところで,こ のように貴重な自然 も,近年, ご多

分にもれず,自 然破壊の波にさらされつつある。 ゴ

ルフ場の建設や宅地造成,道路の建設等にょり,森
林は伐 り開かれ,草 原や湿原はつぶされて,い くつ

かの植物はすでに消えてしまい,滅亡しかかってい

るものも多いとい う。本書が書かれた直接 の理由 も,

自然保護の基礎資料にす るためだとい うが,随所 に,

著者を育んで くれた美しい自然に対する愛情 と,自

然破壊 lrc対 する憤 り,悲しみが感じられる.。 私 も郷

里が信州である関係で,年 に何回かは軽井沢を通過

する機会があるが,た しかに年 ごとに林が消え, ゴ

ルフ場などがやたらに多 くなってきたと感じていた。

かつての落ち着いた街 も, しだいに うるさくなって

きているようである。蛇足ながらつけ加えれば,そ

の間に「沓掛」の駅は「中軽井沢」 とい う無枠な名

に改称され,先年には 3つ も先の「御代田」駅を ,

「西軽井沢」に変えようとい う,ば かばかしい話が

あった。 この方はあまりにひどい とい うので立ち消

えになったようだが, この調子では残された自然 も

前途多難である。

本書の構成は,最 初に美しい カラー印刷の図IIXが

あ り,つ いで先に述べたような軽井沢の植物の特色

が述べられる。次に,四季の変化が詩文調 でつづ ら

れる。学術上貴重 な種 については,章 を改めて解説

を加 えており,観察できる場所を地図上に示 したの

も本書の長所である。木性植物 と夏秋に咲 く草の検

索表 もついてお り,草 については花の色を用いて検

索できるようになっているので,利用者 にとっては

便利だろ う。最後の 5分 の 2は 充実 した植物 目録 と

索引である。

以上,簡単に内容を紹介 したが,若 干の疑間点が

ないわけではない。まず, この本はいったい誰を対

私の読んだ本 (21)

寛・佐藤邦雄・黒沢幸子著

「軽 井 沢 の オ直 骸,」  (井上書店,1974)

原
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象に書かれたのであろ うか。学術書ならば,検索表

や「有用植物および有毒植物」 とい う章は不用であ

ろうし, もし別荘族用 1/C書 かれたのならば,植生図

や自然観察ルー トをい くつか示す程度の親切 さがほ

しかった。

内容面では,名 木珍種偏重のきらいがあり,いさ

さか古めかしい。学術上貴重な種 とい うと名木珍種

とい うことlFCな りがちだが, もう少 し生態面の記載

がほしなつたo植物の保護は,群落単位で生活環境

を含めたものでなければ不可能な ことが,最近明ら

かにされてお り, そのためには生態上 の知識がまず

必要であろ う。 また,滅びつつある種の指摘だけで

なく,保護すべき場所や,破壊されつつある場所の

指摘があれば,本書の目的に合 う, より説得力のあ

るもの lrcな ったと思われる。

なお,6500円 とい う本の値段については,あ まり

にも高すぎると思っていたが, これを書いた後,定

価を低 くおさえるために,著者達が無印税で仕事を

されたことをもれ聞いた。良書が ますます出版され

1/Cく くな りつつある,最近の出版事情の悪 さを憎む

ものである。

く学部消息〉

7日 (水)会 計 委 員 会

12日 (月 )理 系 委 員 会

14日 (水)主 任 会 議

″  人 事 委 員 会

″   将 来 計 画委員 会

19日 (月 )理 職 定 例 交 渉

″  教 務 委 員 会

21日 (水) 教   授   会

22日 (木) 百年史編集委員会

5月 理学部会合日誌

教授会メモ

5月 21日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320

1 前回議事録の承認

2 人事異動 等 報 告

3 教職免許教科に関する専門科目の単位の認定(竹内)

4 人事委員会報告 (末元 )

5.教務委員会報告 (花井 )

総長から進学振 り別け制度改善につt/1て 諮問
があり,こ れについて委員会 としての意見の
ま とめが述べ られ ,学生の進学 17Cつ いての希
望がみたされるための方策について討論があ
った。

6.会計委員会報告 (佐佐木 )

7 将来計画委員会報告 (黒 田 )

1.30 -   300

1000～ 1200

1030 - 1200

1 3 Cl -  230

300 -   500

12.30～  120

1`30 ～  330

1.00～  430

3.30～   4.45

動里
＾

事人

〔助 手 〕

教 室

植  物

人  類

人  類

地  質

鉱  物

植  物

植  物

物  理

化  学

名   発今年月日

忠 樹  50 5.1
■E     50  5.  1

和 子    50  5  1

敏 嗣  5051
■E ワ電     50.  5.  1

ヨ, 三二    50  5  1

尭  50 5.1

俊 也  5061

カ  50.530

異  動  内

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

千葉大学助教授昇任

富山大学助手転任

東北大学助教授昇任

休 職

千葉大学教養部

富山大学薬学部
東 北 大 学
金属材料研究所
在外研究のため

官  職

助 手

助 手

助 手

助 手

氏

広 瀬

丹 野

石 川

藤 井

大 政

福 田

辻

石 岡

福 山

考備容



〔講師以上 〕

教 室   官 職   氏  名   発今年月日      異   動   内   容

植  物  助教授  佐 伯 敏 郎  50.4.1  
誇夏陛T暮言

級 (東京大学教授理学部 )

地  質  講 師  島 崎 英 彦  50 4 1  教育職02等級 (東 京大学助教授理学部 )

に昇任させる

地  質  助 手  中 村 保 夫  50 4.1  教育職02等級 (東京大学助教授理学部 )

に昇任させる

化  学  助 手  池 本  勲  50.4.1  
整夏鷲 T喜竜

級 (東 京大学講師理学部 )

生  化  助 手  猪 飼   篤  50.4.1  
整夏理T塁竜

級 (東京大学講師理学部 )

物  理  助 手  蟻 り‖ 達 男  50 5.1  
諮鼻甦嘗喜言

級 (東京大学講師理学部 )

地  質  助 手  吉 田 鎮 男  50 3 1  
諮夏程T喜竜

級 (東京大学講師理学部 )

外 国 人 客 員 研 究 員

教 室   国  籍   氏   名    現

地球物理  ァメリカ合衆国  Edwin E.LarsOn  コロラド大学教授

職   研 究 期 間

50 12～ 51 6

5月 海 外 渡 航 者

所属   官職   氏  名    渡航先国    渡 航 期 間    渡  航  目  的

人 類  教 授  渡 辺 直 経  イ ン ドネ シア  5.5～ 5.17  ジャヮ化石人類遺跡調査に関す
る研究連絡

物 理  教 授  小 柴 昌 俊  ドイツ連邦共和国  5.14～ 5.29  西 ドイツ国立電子 シンクロトロ
ン研究所 との共同研究

化 学  教 授  斉 藤 信 房  ベ ル ギ ー  523～ 6.4  第 8回 ア ットア トム国際シンポ

ご薦
ム及び IAEA小 パネル集会

化 学  助教授  岩 村  秀  フ ラ ン ス  5.19～5 29  01MP国 際会議出席及び有機化
ドイツ連邦共和国         学 lrc関 する研究連絡

数 学  助教授  小 松 彦 三 郎  ス ウ ェーデ ン  524～ 630  面数解析学の研究
ハ ン ガ リ

化 学  助 手  福 山  カ  アメリカ合衆国  5.30     衝突化学の研究
～ 51 5 31

理 学 博 士 学 位 授 与 者

昭和50年 5月 12日 付授与者

専門課程    氏  名         論   文   題   目

生 物 化 学  岩下 新 太 郎  S aimOnella変 換ファージの感染機構

―宿主識別における tail spikeの 役割 一

案筈措聾雰曇  
近 藤 俊 彦  マイクロ波分光による反応中間体の同定法

同    清 水  肇  ォージェ電子分光法による銅‐ックル合金組成に関する研究
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学部長 と理職の交渉
2月 17日 (月 )

出席者 :学部長ほか 5名 。理職委員長ほか約 10名 。

議 事 :

(1)物理学教室での技官配置 と予算配分 との関連措

置 と技官の待遇。

物理学教室では技官のいる研究室 といない所の間

1/6予算配分上差をつけて来たが ,50年度からこれを

60万 程度に拡大する案が検討されているというので
,

理職からこの案は技官を研究グループの中で研究を

支える技術者 として認めていない考え方の表われで

あり ,技 官の間に不安を引起 している事実を指摘 し

た。学部長から「 技官のいる研究室が既得権 として

定員を持 ち続けるのは望まし〈ない。ある程度流動

性を促進するとい う観点か らこのような案が考え ら

れたのであろう。技官のいなt/h研 究室が予算上優遇

されて研究活動を活発にして不利をなくす とい うの

も一つの方法である。 このような配分方法を決定す

るにあたって技官の希望が とり入れ られていないと

のことであるが ,現実に配置換等の措置が必要とな

った場合には ,当 事者 と十分意志を通 じあいつ 措ゝ

置をするのが常識である。技官の処遇一般について

いえば大学は業務が多様なので流動的運用がなかな

か難かしい。一般社会 との関連について再考するこ

とも必要だ。技官 ,事務職員が将来の生活設計 を自

分の責任で立てることは当然であるが ,大 学側とし

ても個々の教官をはじめとして協力を惜 しまないこ

とが望ま しい。そのためには研究室内でよい人間関

係を作る必要があろう」 との発言があった。

(2)総 合大学院構想について簡単な質疑応答があつ

た。

3月 17日 (月) 12時 38分～13時 40分

出席者 :学 部長にか 5名 ,理職副委員長1/1か 8名 。

議 事 :

物理学教室にかける技官の地位・待遇に関する問

題について議論が行われた。理職からある技官が本

人の希望に反 して事務職に配置換になるとい う事態

が生 じているが ,こ れは前回交渉での「 よい人間関

係 J云 々という次元の問題ではな く ,今後 も同様の

事が起 り得るとの指摘があつた。学部長か ら ,指摘

された件はかねてから十分な話合いがあったと聞い

てお り,「 よい人間関係 」は現在でも保たれている

と信ずるとの返事があった。事実認識をめ ぐつて議

論は続 き ,途 中で副委員長は退席 した。理職側か ら

特に若い技官が将来の展望が持てるような配慮をし

て欲 しいとの要望があり ,学部長か ら講習会への参

加 とか資格をとる場合に出来るだけ便宜を計 りたい。

内容 と事情によつては出張旅費 も考慮され るだろう。

そのような希望があるときは教室に申出るようにと

の返事があった。

学部長 と理系 自治会の交渉
理学系院生自治会は 1975年 5月 13日付で理学部長

あて「 理系交渉 Jを 申し入れた。申し入れの主な項

目は下記のごとくである。

1.院生の生活保障

2.研究旅費173つ いて

3 安全管理 ,研究災害補償について

4 0.D問 題について

5 職員定員問題 lrrっ いて

6 コピー ,カ ードせん孔機 ,鳩 あみ等について

7 院生 自治活動発展のために

会談は 5月 17日 2時 より5時 15分 崚で理学部会議

室において行なわれた。理学部側の出席者は植村学

部長 ,末 本 ,野 田両協議 員 ,尾本 ,有 馬両学生委員

であり ,院生側は小宮委員長ほか数名であった。会

談の内容は以下の通 りである。

I 院生の生活保障 院生か ら「 アルバイト,仕

送 りなしで生活できる額を理念 として ,出 来る丈 ,

増額すること,及 び修士課程の貸与率を大 巾に引 き

上げること」を育英会に要請 して1/1し い旨の希望が

あった。学部長 も事情 を了承 した。また奨学金 と授

業料免除の選考について院生 lllの 希望が出され質疑

応答が行なわれた。

Ⅲ 研究旅費について 調査旅費を費日化せ よと

の要求に対 して旅費の形で費目化の要求は行なわな

いが ,実 習費についての要求は出してか り ,理 学部

長会議でも重点項 目の一つとしていること ,ま た当

理学部 としてはバスチャーター費などいろいろな形

で ,地 質その他の実習旅行を実質的に援助 している

こと ,ま た学会旅費の要求に対 しては ,教 官の旅費

すら非常に不十分であり ,そ れを増加することにも

大きな抵抗がある今日 ,学生 ,院 生旅費を要求 して

も実現はきわめて困難であることの説明が部長 より

あった。

Ⅲ 安全管理 研究災害補償制度について。文部
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省で考慮中の左記制度について ,1院生負担を少 く,

2野外調査中事故 も ,3.死亡補償を高額に ,4東大

の「 学生患者制 」を後退させないように等の希望 ,

が自治会側か ら出された。部長は同制度 をよく調査

検討を行 うとのべた。また安全管理のための検査修

理を行うよう自治会側より要求があり,部長は当然

のことであり,現在も努力中であると答えた。

Ⅳ QD問 題について O.Dの実態を調査 し ,こ

の問題解決への対策を公表 して欲 しい ,例 えば ,国

公立大学の研究職や P.D.F.の 増加を要望するよう,

要求があったcそれに対 し学部長 より,〇.D問 題 1/C

ついては心配をしてt/bる し ,教官 として ,先輩 とし

て ,種 々 ,援助 ,助 言をしたい。そのため ,き めの

細い実態把握の必要性は認める。 しか し基本的 1/Cは

院生 自身の問題であるので ,今の所 ,学部 として統

一的対策をとることは考えていない。又教官側も大

学の教育研究施設及び要員の拡充をはかっているが ,

これは本来それが必要だからであって 0。 D問題があ

るからではない。 P.DoF.奨学金のわ りあ―て増につ

いては ,現 在部長会議 としても努力しているが ,一

先輩としていえば ,奨 学金の類いは当人にとつてみ

ると ,単 1/C解 決を長びかせることにより ,去口って本

人をスポイルする可能性があることなどの点から
,

PoD.F。 をもらうことがすべての人にとって ,良 い

こととも考えない等 とい う考えが部長によって示さ

れた。

これらの学部長見解に対 し,院 生側は「 O.D問 題

は優秀な人材が埋 もれる点で ,叉 院生の研究意欲 を

低下させる点で日本の学問発展にかかわる問題であ

る。基礎学問 ,お よび ,大学教官の充実を計って欲

しい」と主張 した。

V 職員定員問題について 職員不足にな らない

ようにとの希望に対 し ,部 長は努力している旨答え

た。

Ⅵ  学内諸問題について コピーを一律に 1人

500枚 校費負担せ よ等の要求に対 し ,各 学科各研究

室の自主性によるべきものであるとい う基本的考え

が部長 よりのべ られた。

鳩の侵入の問題については各号館責任者に伝える。

1号 館の鍵の問題は必要があれば ,鍵問題担当者

と自治会が話 し合 うことになつた。

理学部紀要の近刊
理学部紀要 SectiOn IA MATHEMATICSの ヽ 1、

21 No.2(論 文 8篇 ), No 3(論 文 10篇 )

V。 1 22 NO.1(論 文 6篇 ), 同 じくSection Ⅲ

BOTANY VOl.21 Nos.10-11(論 文 2篇 ),

同 じ〈Section I「  GEOLOGY, MINERA LOGY,
GEOGRAPHY, GEOPHYSICS  Vol 19,No。 1

(論文 3篇 )が 発行された。

名誉教授の称号授与
5月 20日 の評議会で,こ の3月 退官された36名 の元

教授に名誉教授の称号授与が議決されたが ,理 学部

では ,門 司正三 ,今井 功 ,高橋秀俊 ,小平邦彦の

4教授が該当されている。

編集後記 : 今月号は ,印 刷の体裁がかわってい

ることにお気づきでしょうか。予算節約 とい うこと

で関係筋か らの勧奨があ りましたので,実験的にい

わゆるP,ToO.方式で印刷 してみま した。一般の広

報 ,弘報誌 とはことなった内容 をもっている「 理学

部広報 」の性格からして ,こ の新方式でつづけるか ,

それとも元の活版印刷方式にす るべきか,皆様のコ

メン トをお よせ頂きたいと思 t/・ ます。尚,広報は次

号 7月 号 をもつて夏休みに入 ります。

編集 :
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